
（3）　　2025年（令和７年）７月20日 第274号あ か し 市 議 会 だ よ り

問　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら

家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
な
い
子
ど
も
を
支
援
す

る
里
親
制
度
に
つ
い
て
市

の
取
り
組
み
状
況
を
聞
く
。

答　
本
市
は
平
成
29
年
度
か

ら
あ
か
し
里
親
１
０
０
％

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

掲
げ
、
全
28
小
学

校
区
で
里
親
登
録

と
里
親
を
必
要
と

す
る
乳
幼
児
の
里

親
等
委
託
率
１
０

０
％
の
早
期
実
現

に
向
け
取
り
組
ん

 

で
い
る
。
現
在
、

里
親
登
録
の
な
い

４
校
区
に
つ
い
て

は
、
里
親
制
度
を

知
っ
て
も
ら
う
た

問　
平
成
24
年
に
愛
媛
県
西

条
市
で
５
歳
男
児
が
亡
く

な
っ
た
川
遊
び
事
故
の
裁

判
で
は
、
保
育
園
側
が
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
装
着

さ
せ
て
お
く
義
務
が
認
定

さ
れ
た
。
海
の
ま
ち
で
あ

る
本
市
と
し
て
学
校
等
に

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
貸

問　
小
学
１
年
生
の
学
校
給

食
の
量
が
少
な
い
と
感
じ

て
い
る
。現
状
を
把
握
し
、

十
分
な
量
や
良
質
な
給
食

を
提
供
し
な
い
か
。

答　
本
市
が
提
供
す
る
小
学

校
給
食
は
、
学
校
給
食
摂

取
基
準
に
基
づ
き
、
児
童

生
徒
１
人
１
食
当
た
り
に

必
要
な
栄
養
価
を
計
算
し
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

て
い
る
。
量
は
中
学
年
を

標
準
と
し
、
低
学
年
と
高

学
年
で
提
供
量
を
変
え
、

体
格
や
活
動
量
の
違
い
を

副
食
で
２
割
程
度
調
整
す

る
な
ど
適
切
な
配
分
に
努

め
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る

改
善
を
図
る
上
で
学
年
ご

と
の
残
食
量
を
確
認
し
て

い
く
。
ま
た
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
だ
け
で
な
く
、
郷
土

食
や
有
機
食
材
、
地
元
の

農
水
産
物
な
ど
を
使
用
し
、

献
立
を
多
様
化
す
る
な
ど

質
も
大
切
に
し
て
い
る
。

 

　
学
校
給
食
は
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
と
食

育
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ

る
。
今
後
、
国
が
小
学
校

給
食
の
無
償
化
を
実
施
し

た
場
合
も
量
と
質
の
確
保

に
努
め
て
い
く
。

し
出
す
レ
ン
タ
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
し
な
い
か
。

答　
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の

着
用
は
、
小
型
船
舶
に
乗

船
す
る
場
合
に
着
用
義
務

が
定
め
ら
れ
て
い
る
一
方
、

 

海
水
浴
や
砂
浜
・
磯
浜
で

遊
ぶ
人
へ
の
着
用
を
義
務

化
し
た
法
規
制
は
な
い
。

 

し
か
し
、
本
市
に

お
い
て
は
大
蔵
海

岸
の
２
つ
の
大
き

な
事
故
を
踏
ま
え
、

安
全
安
心
は
非
常

に
重
要
な
テ
ー
マ

と
認
識
し
て
い
る
。

現
在
、
大
蔵
海
岸

の
自
然
観
察
セ
ン

タ
ー
で
は
、
安
全

に
磯
浜
の
自
然
観

察
や
生
物
観
察
が

行
え
る
よ
う
、
無

料
で
マ
リ
ン
シ
ュ
ー
ズ
や

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
貸

し
出
し
て
い
る
。

 

　
レ
ン
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
各
家
庭
へ
啓
発
活
動

を
行
い
、
全
国
の
先
進
事

例
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　
行
政
だ
け
で
は
解
決
が

困
難
な
空
き
家
対
策
に
つ

い
て
民
間
団
体
と
連
携
す

る
こ
と
へ
の
市
の
見
解
は
。

答　
空
き
家
対
策
は
、建
築
、

不
動
産
、
法
律
な
ど
各
専

門
分
野
の
対
応
が
必
要
で

あ
り
、
行
政
だ
け
で
行
う

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
、
空
き
家
の
適
正

管
理
を
所
有
者
に
促
す
取

り
組
み
の
中
で
、
除
却
工

事
の
進
め
方
や
相
続
問
題

な
ど
に
対
し
、
民
間
団
体

等
へ
の
相
談
を
促
し
問
題

解
決
し
た
事
例
が
あ
る
。

 

昨
年
開
催
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

主
催
の
空
き
家
対
策
セ
ミ

 

ナ
ー
に
は
多
数
の
市
民
の

参
加
が
あ
り
、
関
心
の
高

さ
と
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
活
用

の
有
効
性
を
認
識
で
き
た

こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
市

主
催
の
空
き
家
対
策
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
予
定
で
あ
る
。

 

　
今
後
は
民
間
団
体
等
と

の
意
見
交
換
や
情
報
共
有

を
進
め
、
空
き
家
の
利
活

用
の
推
進
や
適
正
管
理
の

啓
発
活
動
等
、
協
力
・
連

携
が
可
能
な
取
り
組
み
を

整
理
し
、
将
来
的
に
は
官

民
協
定
等
を
視
野
に
入
れ

た
民
間
団
体
等
と
の
連
携

の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

め
、
地
域
住
民
と
市
内
の

里
親
が
交
流
で
き
る
里
親

カ
フ
ェ
を
開
催
す
る
ほ
か
、

各
種
団
体
の
会
合
で
制
度

説
明
を
行
う
な
ど
、
地
域

に
向
け
た
募
集
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
る
。

 

　
障
害
や
発
達
上
の
特
性

を
抱
え
る
子
ど
も
を
迎
え

た
里
親
家
庭
に
は
、
市
が

里
親
登
録
前
か
ら
子
ど
も

を
迎
え
た
後
ま
で
、
き
め

細
か
く
対
応
す
る
。ま
た
、

問　
バ
ス
共
通
寿
優
待
乗
車

証
は
提
示
す
る
と
市
内
の

乗
降
１
回
に
付
き
現
金
１

２
０
円
で
利
用
で
き
る
制

度
だ
が
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
等

を
使
用
す
る
と
定
額
の
支

払
い
に
な
る
た
め
、
差
額

返
金
制
度
や
国
の
補
助
制

度
を
利
用
し
、

デ
ジ
タ
ル
化
を

実
施
し
な
い
か
。

答　
同
乗
車
証
は

70
歳
以
上
の
市

民
に
交
付
し
て

い
る
。
返
金
制

度
の
創
設
に
つ

い
て
は
、
利
用

者
や
乗
降
場
所

等
の
特
定
が
困

難
な
た
め
、
導

入
は
難
し
い
と

考
え
る
。
今
後
は
同
乗
車

証
交
付
時
の
案
内
文
書
を

分
か
り
や
す
く
見
直
し
、

広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
丁
寧
に
利
用
方
法

を
周
知
す
る
。

 

　
同
乗
者
証
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
、
利
用
者
の
利
便
性

向
上
や
利
用
実
態
の
把
握

が
可
能
と
な
る
な
ど
、
利

用
者
と
市
の
双
方
に
有
益

で
あ
る
が
、
バ
ス
事
業
者

や
市
の
シ
ス
テ
ム
改
修
な

ど
費
用
面
の
課
題
や
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
等
に
不
慣
れ
な
高

齢
者
の
対
応
な
ど
運
用
面

の
課
題
が
あ
る
。
導
入
に

つ
い
て
は
国
の
補
助
制
度

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

バス共通寿優待乗車証

デジタル化への対応は

費用や運用面が課題

海のまちの安全安心
命を守るライフジャケット
レンタルステーションの設置は

小学校給食の充実を

現場の声も聞きながら

量や質の確保に努める

　
空
き
家
対
策
の
取
り
組
み

民
間
団
体
と
の
連
携
を
検
討
　

家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も

里
親
制
度
の
本
市
の
取
り
組
み
状
況
は全28小学校区に里親登録を

障
害
等
へ
の
理
解
や
対
応

等
の
研
修
、
一
定
の
養
育

経
験
を
有
す
る
専
門
里
親

に
虐
待
な
ど
専
門
的
ケ
ア

が
必
要
な
子
ど
も
の
受
け

入
れ
を
お
願
い
し
て
い
る
。

水難事故防止へ啓発活動を

70歳以上の市民に交付
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「
市
民
の
皆
様
が
明
石
市
の
未
来
を
決
め
る
市
議
会

へ
の
関
心
を
高
め
、
よ
り
多
く
の
方
に
議
会
の
傍
聴
に

来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、

市
内
に
在
住
ま
た
は
、
在
学
・
在
勤
の
人
か
ら
年
４
回

の
議
会
開
催
を
お
知
ら
せ
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン

を
募
集
し
ま
し
た
。

　
34
人
の
方
か
ら
応
募
が
あ
り
、
全
議
員
で
選
考
し
、

優
秀
賞
４
点
を
決
定
し
ま
し
た
。




